
ごみの分別や出し方が分からない外国人の方に向けて、町公式ホームページ
と YouTube の「茨城県利根町公式チャンネル」に「【利根町】ゴミはどうやっ
て出すの？」という動画を投稿しました。

生涯学習課や地域おこし協力隊（多文化共生プロモーター）と協力し、実際
のごみを使ったり、できるだけわかりやすい日本語で話したり…。どのように
したら外国人の方に分かりやすく町のごみ出しルールを伝えられるか試行錯誤
しながら制作しました。
「これは燃えるごみ？燃えないごみ？資源ごみ？」「ごみはどうやって集積所

に出すの？」「ごみを家に溜め込むとどうなるの？」などについて、短い動画
で伝えていますので、是非ご視聴ください。

動画は右記の二次元コードから読み取って、視聴することも
できます。

なお、この動画は町内の外国人留学生を受け入れている各学
校に向けて周知し、授業で留学生の方に視聴していただき、利
根町のごみ出しルールについて理解を深めてもらう予定です。

今回は、ごみの出し方についてのお話です

　膝や腰の痛み、人の名前が出てこない、メガネの置き忘れ…。「これが自然な加齢だ」と自分に言い聞かせ、日々奮
闘中の私。
　そんな中、ある方から素敵なお話を聞く機会がありました。その方は「家でテレビを観ているだけの人生なんて、考
えただけでも嫌！」ときっぱり話されました。車の免許を返納してからは自転車に乗って、麻雀、グラウンドゴルフ、
たまり場、オレンジカフェなど、地域のコミュニティに積極的に参加されています。その上、バスの定期券まで購入し、
時には一人でバスに乗って取手市内までショッピングや食事に出かけることもあるそうで、こちらまでワクワクしてし
まいました。自分の人生のプランを立て、人と交流し、生きることを楽しむその姿勢に、たくさんの勇気をもらいまし
た。できなくなることを嘆くのではなく、できるように工夫して前向きに楽しむ。考え方ひとつで行動も変わることを
教えていただきました。
　その方と同じようにできるかは分かりませんが、人との交流なら私もできるはず。人を大切に思う気持ちは誰にも負
けません。「認知症の方と共に生きる！」そう決めた私の人生。さて、今日はどんな出会いがあるか楽しみです。

私たちはここにいます！
　認知症地域支援推進員配置施設
　●利根町地域包括支援センター　☎６８－２２１１　　●利根町保健福祉センター　　　　☎６８－８２９１
　●複合福祉施設　響　　　　　　☎６１－８５００　　●介護老人保健施設　もえぎ野　　☎８４－６０８１　
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